
五
年
の
発
表
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鞠
智
城
」
、

鞠
智
城
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
、

米
原
長
者
の
昔
話
も
織
り
込
ま
れ
、
古
代
の

夢
を
引
き
継
ぐ
発
表
で
し
た
。
最
後
に
六
年

生
の
「
城
北
小
の
輝
き
」
、
城
北
小
学
校
に
つ

い
て
百
九
年
の
歴
史
と
城
北
小
で
過
ご
し
た

人
々
の
思
い
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
中
で
見

校
歌
斉
唱
の
後
、
藏
原
佳
奈
さ
ん
、
高

つ
け
た
城
北
小
の
輝
き
、
そ
し
て
改
め
て
感

群
あ
ん
ず
さ
ん
、
下
岡
颯
吾
く
ん
、
平
井

じ
た
自
分
た
ち
の
城
北
小
を
思
う
心
を
発
表

翔
く
ん
の
四
名
か
ら
校
長
、
そ
し
て
中
嶋

し
ま
し
た
。
卒
業
生
（
中
学
生
）
も
ス
テ
ー

二
月
二
十
八
日
（
日
）
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ま
ず
、

市
長
様
に
校
旗
返
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
に
立
ち
、
城
北
小
へ
の
想
い
を
述
べ
、
合

八
時
十
分
か
ら
、
プ
ー
ル
の
入
り
口
前
で
閉
校
記
念
碑

最
後
に
、
教
育
委
員
の
栗
川
亮
一
様
が

奏
・
合
唱
「
ふ
る
さ
と
を
想
う
う
た
」
に
繋

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
栗
原
修
一
事
務
局
長
様

閉
式
を
さ
れ
、
厳
粛
な
中
、
み
ん
な
立
派

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
校
歌
を
斉
唱
し
、
実
行

の
進
行
で
、
ま
ず
、
萩
尾
伸
一
記
念

な
態
度
で
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

副
委
員
長
の
平
井
祥
一
郎
様
の
万
歳
三
唱
と

碑
副
部
会
長
様
の
開
式
で
始
ま
り
ま

閉
会
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
来
場
者
全
員
で

し
た
。
中
原
公
敏
記
念
碑
部
会
長
様

記
念
写
真
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。

の
挨
拶
の
後
、
児
童
代
表
六
名
、
中

ご
来
賓
約
百
二
十
名
、
県

嶋
市
長
様
、
川
辺
実
行
委
員
長
様
、

外
・
校
区
外
約
八
十
名
、
校

校
長
、
記
念
碑
部
会
長
様
で
除
幕
を

映
像
と
音
楽
で
閉
校
記
念
式
典
第
二
部
「
あ
り
が
と

区
内
約
二
百
二
十
名
、
役
員

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
萩
尾
副
部
会

う
城
北
小
学
校

学
習
発
表
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

・
保
護
者
約
八
十
名
、
児
童

長
様
の
閉
式
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

進
行
は
、
昭
和
五
十
一
年
卒
業
の
古
閑
三
惠
様
で
す
。

を
含
め
る
と
六
百
名
に
及
ぶ

ま
ず
、
式
典
部
会
長
の
木
村
親
正
様
が
開
会
の
言
葉
、

参
加
者
で
盛
大
に
閉
校
記
念

続
い
て
、
実
行
委
員
長
の
川
辺
武
夫
様
が
挨
拶
を
さ
れ

式
典
が
行
う
こ
と
が
で
き
、

ま
し
た
。
そ
し
て
、
式
典
部
会
作
成
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協

ー
「
城
北
小
の
あ
ゆ
み
」
が
あ
り
ま
し
た
。
四
番
目
に
、

力
・
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

次
に
体
育
館
で
市
主
催
の
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ

地
域
を
代
表
さ
れ
て
、
平
井
節
子
様
が
運
動
会
応
援
歌

ざ
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
県
議
会
議
員
様
、
市
議
会
議
員
様
を
は
じ
め

の
思
い
出
等
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
続
い
て
、
記
念
式

学
校
や
地
域
の
ご
来
賓
様
が
列
席
さ
れ
、
教
育
長
の
堀

歌
を
そ
の
ま
ま
平
井
様
の
指
揮
で
全
員
で
斉
唱
し
ま
し

田
浩
一
郎
様
の
開
式
、
国
歌
斉
唱
で
始
ま
り
ま
し
た
。

た
。
五
番
目
に
、
歴
代
校
長
を
代
表
し
て
第
二
十
三
代

市
長
の
中
嶋
憲
正
様
が
式
辞
を
述
べ

校
長
の
小
嶺
恭
孝
様
、
う
さ
ぎ
狩
り
や
学
校
教
育
上
の

ら
れ
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て
市
議
会
議

根
本
精
神
等
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
の
最

長
の
藤
原
弘
様
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

後
は
、
地
域
興
し
本
分
二
十
九
日
会
様
の
「
に
わ
か
」

そ
し
て
「
『
菊
の
花
』
の
校
章
の
教
え

で
し
た
。
最
後
の
落
ち
の
「
伝
統
と
誇
り
」
は
、
す
ば

を
忘
れ
ず
、
新
た
に
菊
鹿
小
学
校
と
し

ら
し
か
っ
た
で
す
。

て
統
合
し
て
も
『
ふ
る
さ
と
城
北
』
が

後
半
で
す
。
一
．
二
年
生
の
発
表
は
、
「
城
北
大
好

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
信

き
、
城
北
探
検
隊
」、
生
活
科
の
時
間
に
い
ろ
い
ろ
な
所

じ
て
お
り
ま
す
。
」
と
校
長
挨
拶
を
行

に
出
か
け
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
心
を
こ

い
ま
し
た
。

め
て
、
学
ん
だ
こ
と
や
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
三
．

児
童
を
代
表
し
て
六
年
生
の
平
井
翔
君
が
「
百
九
年

四
年
の
発
表
は
「
受
け
継
ご
う
城
北
の
祭
り
」
、
「
き
や

の
歴
史
の
幕
は
閉
じ
て
も
、
思
い
出
は
消
え
る
こ
と
は

ま
は
ぐ
ま
ふ
り
」
「
か
せ
い
ど
り
う
ち
」
、
そ
の
地
域
の

あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
心
の
中
で
、
い
つ
ま
で
も

方
々
が
、
ず
っ
と
何
百
年
も
伝
統
と
し
て
引
き
継
い
で

輝
き
続
け
ま
す
。」
と
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

き
て
い
る
心
が
伝
わ
っ
た
発
表
で
し
た
。

３月の行事予定

１１日(金)授業参観・ＰＴＡ総会
学級懇談

１４日(月)菊鹿中学校卒業式
１５日(火)最後の学校へ行こう会

事務整理・あいさつ運動
１６日(水)貯金日・事務整理
１７日(木)ＡＬＴ・事務整理
１８日(金)式練習・事務整理
１９日(土)･２０日(日)山鹿温泉

カップミニバスケット大会
２２日(火)修了式・卒業式準備
２３日(水)卒業式
２６日(土)３小引っ越し作業
２８日(月)退任式（8:15登校）
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